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細川町会長題字

　
仲
町
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
平
素
よ
り
町
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。さ
て
、新
年
度

の
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、

当
町
会
の
総
会
が
平
成
十
五
年
四

月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
で
、
私
が
引
き
続
き
会

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
よ
り
住

み
良
い
、
明
る
い
仲
町
会
の
発
展

を
目
指
し
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
営
団
半
蔵
門
線

の
開
通
も
あ
り
、
七
月
二
十
六
日

に
開
催
さ
れ
る
夏
の
隅
田
川
花
火

大
会
当
日
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

人
出
も
予
想
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
九
月
十
二
日
〜
十
四
日
に

は
飛
木
稲
荷
神
社
例
祭
も
行
わ
れ

ま
す
。
町
会
の
役
員
の
方
々
に
は

事
故
の
無
い
よ
う
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

新
し
い
年
度
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

Ｏ
Ｓ
Ｔ
押
仲
す
こ
や
か
チ
ー
ム

【

】

四
月
十
日
（
木
）
墨
老
連
の
ハ
イ
キ

ン
グ
“
県
立
四
季
の
森
公
園
と
横
浜

ビ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
”
に
Ｏ
Ｓ
Ｔ
よ
り
十

七
名
参
加
。
広
々
と
し
た
起
伏
の
あ

る
原
っ
ぱ
花
吹
雪
の
中
で
お
弁
当
を

頂
き
ま
し
た
。
入
園
は
無
料
と
の
事

皆
様
も
一
度
は
行
っ
て
も
良
い
公
園

で
す
。
隣
接
す
る
ズ
ー
ラ
シ
ア
へ
も

ど
う
ぞ
、
オ
カ
ピ
が
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
有
料
で
す
。
こ
れ
か
ら
暑
く
な

る
の
で
キ
リ
ン
工
場
の
生
ビ
ー
ル
も

格
別
で
す
。

◎
五
月
十
八
日
（
日
）
Ｏ
Ｓ
Ｔ
総
会
、

副
会
長
の
渡
辺
様
が
辞
退
さ
れ
、
大

泉
宏
一
様
が
役
員
に
推
薦
さ
れ
、
快

く
受
け
て
下
さ
い
ま
し
て
、
会
長
を

始
め
他
の
役
員
は
留
任
で
す
。
そ
の

あ
と
、
四
・
五
月
生
の
方
の
誕
生
日

会
を
開
き
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

◎
五
月
二
十
五
日
（
日
）
町
内
合
同

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
Ｏ
Ｓ
Ｔ

よ
り
二
十
三
名
参
加
。

◎
六
月
十
八
日
（
水
）
墨
老
連
五
地

区
演
芸
大
会
。
十
名
出
場
「
り
ん
ご
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】

し

ら

と

り

子

供

会

【

押
上
一
丁
目
仲
町
会
会
長

　
細
川
勝
也

奥　山　達　夫
櫻　井　清　泉
深　田　和　宥
高　野　　裕
多　賀　左知子
風　間　秀　夫
大　橋　由　明
峯　岸　壮　吉
中　村　久美子

総 務 部 長
副 部 長
地域安全部長
副 部 長

防火防災部長
副 部 長

交

通

部

よ

り

お

知

ら

せ

【

】

役 職 名
交 通 部 長
副 部 長
福 利 厚 生 部 長
副 部 長
青少年育成部長
副 部 長
環 境 衛 生 部 長
副 部 長
広 報 部 長
副 部 長
会 館 管 理 部 長
副 部 長
慶 弔 部 長
副 部 長

部 員

氏 名
廣 畑 繁
小 杉 誠 一
井 上 次 男
大 木 茂
沖 山 泰 則
並 木 行 雄
大 井 政 弘
石 田 清 治
五 月 女 稔
山 本 勝 信
石 田 輝 雄
荒 井 金 次
高 橋 邦 夫
沖 山 泰 則
五 月 女 稔
並 木 行 雄
全 役 員

最
近
、高
齢
者
と
小
学
生
の
交
通
事
故
が
増

え
て
お
り
、特
に
下
校
時
な
ど
の
気
の
緩
む

時
間
帯
に
事
故
が
目
立
つ
そ
う
で
す
。

夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
の
で
、
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
更
に
注
意
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
生
に
対
し
て
、
変
質
者
に
よ

る
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
審
者
を

見
掛
け
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
春
の
交
通
安
全
運
動
に
際
し
て

は
、
皆
様
に
ご
協
力
を
戴
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
大
島
紀
子

　
今
年
度
、押
仲
し
ら
と
り
子
供
会
会
長
を
努

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
大
島
で
す
。

　
町
会
の
皆
様
に
は
、こ
ど
も
会
に

対
し
深
い
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。先
日

も
、不
審
者
が
出
没
す
る
と
い
う
件

で
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
回

覧
を
ま
わ
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

道
々
で
会
う
町
会
の
方
か
ら
も「
心

配
だ
ね
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
関
心

の
深
さ
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。こ

れ
か
ら
夏
休
み
に
入
り
、子
供
達
の

行
動
範
囲
も
広
く
な
り
。よ
り
一
層

注
意
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。し

ら
と
り
子
供
会
の
子
供
達
は
、
小
・

中
学
生
合
わ
せ
て
も
二
十
人
で
す
。

人
数
と
し
て
は
少
な
い
で
す
が
、
と

て
も
パ
ワ
フ
ル
な
子
供
達
で
す
。
そ

ん
な
元
気
な
子
供
達
が
、
事
件
、
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
様
、
皆
様
の

お
力
を
お
借
り
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

多　賀　和　弘

役 職 名

町 会 長
副 会 長

会 計

会 計 監 査

顧 問

常 任 相 談 役

相 談 役

氏 子 総 代
宮 総 代

民 生 委 員

婦 人 会 会 長
子 供 会 会 長

押仲すこやかチーム
（OST)会長

氏 名

細　川　勝　也
高　橋　邦　夫
沖　山　泰　則
五月女　　稔
並　木　行　雄
荒　井　金　次
五　味　　健
石　田　清　治
駒　崎　健　一
駒　崎　　旭
熊　谷　恵　二
松　倉　喜　富
多　賀　和　弘
北　沢　辰　男
多　賀　左知子
細　川　勝　也
多　賀　和　弘
松　倉　喜　富
高　橋　邦　夫
沖　山　泰　則

大　橋　祥　子
大　島　紀　子

第　一地区部長
第　二地区部長
第　三地区部長
第　四地区部長
第　五地区部長
第　六地区部長
第　七地区部長
第　八地区部長
第　九地区部長
第　十地区部長
第十一地区部長
第十二地区部長
第十三地区部長
第十四地区部長
第十五地区部長

大 木 茂
加 納 博
小 杉 誠 一
石 田 清 治
大 泉 宏 一
大 橋 由 明
柳 岡 ナ カ
沖 山 泰 則
吉 田 良 子
駒 崎 秀 二
浅 賀 博
小 宮 善 雄
徳 田 和 子
石 井 浩
五 月 女 稔〃

〃

〃
〃

〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃
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の
歌
、
ド
レ
ミ
の
歌
」
を
歌
い
ま
し
た
。

Ｏ
Ｓ
Ｔ
会
長
が
司
会
を
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
さ
ん
が
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
買
っ
て

下
さ
っ
た
の
で
、
一
段
と
元
気
よ
く
、

シ
ル
バ
ー
と
は
思
わ
れ
な
い
若
々
し
い

歌
声
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。

六
月
二
十
五
日
（
水
）
墨
老
連
主
催
“

南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
富
浦
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
鯛
し
ゃ
ぶ
海
の
幸
堪
能
の
旅
”
へ
バ

ス
八
台
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
よ
り
十
八
名
参
加
し

ま
し
た
。
梅
雨
の
時
期
曇
天
の
出
発
で

し
た
。
久
里
浜
港
よ
り
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

で
金
谷
港
迄
、
約
三
十
五
分
の
船
旅
。

揺
れ
も
な
く
、
空
も
明
る
く
な
り
、
房

総
の
山
々
が
近
づ
き
楽
し
い
船
旅
で
し

　
平
成
十
五
年
度
の
役
員
改
選
が
あ

り
、
つ
ぎ
の
方
々
が
新
役
員
と
し
て
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

【
会
長
】
大
橋
祥
子
【
会
計
】
風
間
利
子

【
監
査
】
田
辺
志
佳
子

【
役
員
】（
第
一
班
）
林
　
睦
子
、
奥
田

く
み
子
、（
第
二
班
）
大
泉
弘
子
、（
第

三
班
）
細
川
裕
子
、（
第
四
班
）
来
栖
悦

子
、後
藤
美
子
、（
第
五
班
）深
田
と
め
、

（
第
六
班
）
竹
石
幸
子

　
新
役
員
一
同
、
精
進
し
て
頑
張
り
ま

す
の
で
何
卒
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◎
婦
人
会
恒
例
の
日
帰
り
旅
行
を
六
月

一
日
（
日
）
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
旅
行
会
社
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
、
二
十

六
名
の
参
加
を
得
て
、
房
総
半
島
へ

「
び
わ
狩
り
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
　

今
年
の
び
わ
は
、
例
年
よ
り
熟
す
る
の

が
一
週
間
ほ
ど
遅
い
た
め
、
あ
ま
り
出

　
海
・
山
・
盆
踊
り
　
こ
れ
を
名
付
け

て
夏
の
御
三
家
　
て
な
わ
け
で
、
今
年

も
墨
中
地
区
育
成
委
員
会
主
催
に
よ
る

盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
様

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
詳
し
く
は
青

色
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。

俳
句  

夏
の
句  

四
席  

　
宇
多
子

　

　

(

　
こ
の
頃
、
朝
顔
の
花
を
あ
ま
り
見
掛

け
な
く
な
り
ま
し
た
。
朝
か
ら
暑
苦
し

い
夏
に
、
一
日
限
り
の
、
し
か
も
午
前

中
ま
で
の
短
い
花
を
咲
か
せ
続
け
る
朝

顔
は
、
下
町
の
路
地
に
は
当
た
り
前
の

光
景
で
し
た
。
高
倉
健
の
「
朝
顔
の
歌
」

を
聞
く
と
、
こ
の
花
が
と
て
も
饒
舌
だ

と
感
じ
ま
す
。

　
風
情
は
勝
手
に
出
来
る
も
の
で
は
な

く
、
作
る
も
の
で
す
。
忙
し
さ
に
、
つ

い
大
事
な
も
の
を
忘
れ
そ
う
に
な
り
ま

す
。

　
そ
う
い
え
ば
「
忘
れ
る
」
と
い
う
字

は
、「
心
が
亡
く
な
る
」
で
し
た
。

風
鈴
の
　
鳴
か
ぬ
日
と
な
り
　
熱
帯
夜

梅
雨
寒
に
　
一
木
一
草
　
息
を
呑
む

微
動
だ
に
　
せ
ぬ
風
鈴
を
　
見
上
げ
け
り

　

)

梅
雨
晴
れ
間
　
手
押
し
車
で
　
ま
と
め
買
ひ

青

少

年

育

成

部

【

編

集

後

記

】

【

】

夏季ラジオ体操会（登校班集合場所）
7月22日～31日

隅田川花火大会
7月26日（雨天翌日順延）

盆踊り大会（墨田中学校校庭）
8月1、2日

飛木稲荷神社例祭
9月12、13、14日

第五地区親善交流演芸大会

　
町
会
、
子
供
会
、
婦
人
会
の
大
勢
の

皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
四
年
間
、

婦
人
会
長
を
勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
多
々

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
大
き

な
気
持
ち
で
支
え
て
下
さ
り
、
長
い
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
成
十

五
年
度
よ
り
、
大
橋
祥
子
さ
ん
に
婦
人

会
長
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
廃
品
回
収
の
件
で
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。
子
供
会
と
婦
人
会
で
第
二
金
曜
日

に
廃
品
回
収
を
し
て
い
ま
す
が
（
毎
週

水
曜
日
に
資
源
ゴ
ミ
の
日
が
で
き
た
た

め
）
最
近
そ
の
量
が
随
分
と
減
っ
て
き

ま
し
た
。

◎
資
源
ゴ
ミ
の
日
（
毎
週
水
曜
日
）
に

資
源
ゴ
ミ
を
出
し
て
も
、
一
円
に
も
な

り
ま
せ
ん
。

◎
第
二
金
曜
日
（
廃
品
回
収
日
）
に
資

源
ゴ
ミ
を
出
し
て
戴
き
ま
す
と
、
子
供

会
と
婦
人
会
に
、
重
量
に
よ
っ
て
区
よ

り
報
奨
金
が
年
間
五
〜
六
万
円
入
金
さ

れ
ま
す
。
会
費
以
外
の
収
入
で
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
。

婦
人
会
前
会
長
　    

中
村
久
美
子

た
。
富
浦
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
一
階
の
大

ホ
ー
ル
で
の
昼
食
、
食
前
酒
付
き
の
お

い
し
い
お
料
理
で
し
た
。
皆
様
沢
山
の

お
買
物
を
し
て
、
次
は
南
房
パ
ラ
ダ
イ

ス
。
大
き
な
大
き
な
サ
ボ
テ
ン
と
カ
メ

さ
ん
に
は
、
び
っ
く
り
。
美
し
い
蝶
の

舞
う
幻
想
的
な
空
間
、
渋
滞
も
な
く
予

定
通
り
帰
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
中
村
前
会
長
様
、
四
年
間
の
婦
人
会

長
を
無
事
終
え
ら
れ
て
本
当
に
ご
苦
労

様
で
し
た
。
若
輩
者
の
私
が
そ
の
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
り
、
大
変
緊
張
し
て

お
り
ま
す
。

　
私
は
、
四
年
間
、
婦
人
会
「
会
計
」
を

担
当
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
未
熟
者
で
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

の
叱
咤
激
励
を
賜
り
な
が
ら
、
頑
張
り

ま
す
の
で
、
何
卒
ご
協
力
戴
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

婦
人
会
会
長
　
　
　
　  

大
橋
祥
子

何
卒
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【

婦

人

会

】
来
が
良
く
な
か
っ
た
の
が
非
常
に
残
念

で
し
た
。

　
ご
参
加
の
皆
様
の
お
陰
で
無
事
で
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。


